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●建築物の最高限度の高さを25メ
ートル（8階程度）とする。�
ただし、居住の用に供する部分（マ
ンション等）の高さの最高限度は、
15メートル（5階程度）までとする。�
�
【対象用途地域】�
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（八潮南部地区地区計画Ｌ地区を除く）�
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　今年の８・９月に実施した原案の縦覧、説明公聴会でいただいた意見を踏まえ、
都市計画案を作成しましたので、都市計画法第１７条に基づき縦覧します。�
�
高さのル－ルの考え方�
①現行の容積率を活用できるように建築物の高さを２５メートルまでとします。�
②既存工場・倉庫の操業環境を保全していく必要のある地域は、住宅部分を１５
メートルまでとします。�

③内容については、右記のとおりです。�
�
案の縦覧�

■日１２月１日（金）～１５日（金）　午前８時３０分～午後５時１５分（土・日も縦覧可）�
※市のホームページ（http://www.city.yashio.lg.jp/）にも案を掲載します。�
�
意見書の提出�
　縦覧期間満了日（消印有効）までに書面で、八潮市長あてに意見書を提出する
ことができます。（市内在住の方および利害関係人の方に限ります）�
　意見書の様式は、市のホームページからダウンロードできます。�
�
縦覧場所・意見書提出先・問い合わせ�
都市デザイン課　�○内３４６�
ＦＡＸ　　０４８－９９７－７３１０�
Ｅメール　toshidesign@city.yashio.lg.jp
�
今後のスケジュール�
　縦覧後、八潮市都市計画審議会等を�
経て、平成１９年３月下旬に都市計画決�
定する予定です。�

高度地区の都市計画案縦覧�
～高さのルール～� 市の　　　　　　をお知らせします�市の　　　　　　をお知らせします�

■問財政課　�○内306

【普通会計バランスシート】�
☆市民１人当たりの資産は、１１７万４，６３１円、負債は４６万７，５１５円�
　平成１７年度末の市の普通会計の資産は、９０８億２４７万８千円で市民１人当たりでは１１７万４，６３１円となっています。それに対し負債は、３６１
億４，０３１万１千円で市民１人当たりでは４６万７，５１５円となっています。（表１）�
　昨年度と比較し、資産は６億６，４２８万３千円（市民１人当たり２万６，７９２円）減少し、負債は４億２，２７４万９千円（市民１人当たり１万２，７４４
円）減少しました。�
　資産は、市の預金に当たる財政調整基金の減少や、市税の未収金の減少などが主な要因となって減少しています。�
　負債は、翌年度償還予定の地方債が増加するものの、平成１９年度以降償還予定のものが減少したため減少しています。�

☆社会資本形成に対する世代間の負担�
　「これまでの世代が既に負担した金額」を表すのが「正味資産」ですが、これに対して「将来世代に負担させる金額」を表すのが「負債」
です。�
　「正味資産」が多いほど将来世代の負担が少なくてすみ、正味資産が少ないほど将来世代の負担が大きくなることになります。�
　八潮市の場合、「正味資産」が５４６億６,２１６万７千円で、社会資本の整備の結果を示す「有形固定資産」７２５億３，１５９万７千円に対する割合
は、約７５パーセントになっています。この率が高いほど将来世代の負担が小さく、財務の安全性という観点からは望ましいといえます。�

【作成の基本的な基準】�
（１）作成方法…総務省方式�

＊総務省が平成１３年３月にまとめた作成マニュアル「地方公
共団体の総合的な財政分析に関する調査研究会報告書」に沿っ
て作成しました。�

（２）対象会計の範囲…普通会計�
＊八潮市の普通会計とは、一般会計と土地区画整理事業特別会
計の一部です。�

（３）作成基準日…平成１８年３月３１日�
＊出納整理期間（４月１日～５月３１日）における出納につい

ては、基準日までに終了したものとして処理しています。�
（４）人口…平成１７年度末住民基本台帳人口＋外国人登録者数�
（５）（バランスシート中）固定・流動の基準�

＊固定・流動の区分は、一年基準としています。�
（６）基礎数値�

バランスシート…昭和４４年度以降の地方財政状況調査表（決�
　　　　　　　　　算統計）の数値等�
行政コスト計算書…平成１７年度地方財政状況調査表（決算統計）�
　　　　　　　　　の数値および歳入歳出決算書の数値等�

借　　　　　　　　　　方�

【資産の部】�

1．有形固定資産 72,531,597 938,277�

2．投資等 14,819,140 191,702�

3．流動資産 3,451,741 44,652�

 資産合計 90,802,478 1,174,631

（単位：千円）�
市民1人当たり�
（単位：円）�

貸　　　　　　　　　　方�

【負債の部】�

1．固定負債 33,380,895 431,819�

2．流動負債 2,759,416 35,696�

 負債合計 36,140,311 467,515

【正味資産の部】�

1．国庫支出金 8,193,153 105,988�

2．都道府県支出金 1,015,271 13,134�

3．一般財源等 45,453,743 587,995�

 正味資産合計 54,662,167 707,116�

負債・正味資産合計 90,802,478 1,174,631

（単位：千円）�
市民1人当たり�
（単位：円）�

平成１７年度　八潮市普通会計バランスシート�
表１�

い
く�

ら�

と
せ�

さ
さ
や�

い�

み
な
も�

資産形成のために使わ
れた市税などの一般財
源です。�

1と2は資産形成のため
に使われた国県支出金
です。�

市の借金で翌々年度以
降返済する予定の額等
です。�

市の借金で翌年度に返
済する予定の額です。�

資産を形成するために
借入れた資金。将来（世
代）負担しなければな
らないものです。�

資産（借方）形成のた
めに使われた金額の総
称。下記の3つに分類
されます。�

道路、公園、学校、保
育所などの建設費、用
地取得費のほか消防車
両などの備品購入費で
す。用地を除きそれぞ
れの施設に応じた減価
償却を行っています。�

つくばエクスプレスを
運営する首都圏新都市
鉄道㈱などへの出資金、
貸付金や特定目的基金
です。�

財政調整基金や基準日
現在における現金、預
金のほか市税などの未
収金です。�

将来にわたり行政サー
ビスの資源となるもの
で、市の財産です。�
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ダイオキシンを減らしましょう�
　現在、市内の工事現場や空き地に「建設残土」と思わ
れる残土等の不法投棄が相次いでいます。�
　残土の投棄については、平成１７年４月から施行してい
る「八潮市土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例」
により禁止されています。�
　残土が捨てられますと、犯人が見つからない場合（ほ
とんどが不明）、残土の処分費は、土地所有者が負担す
ることとなります。�
�
　土地所有者・管理者の皆さんへ�
※土地をお持ちの方は「残土等を捨てられないように、
　土地の管理に十分気をつけましょう。�
※他人の土地であっても「投棄」と思われるものを発
　見した場合には、市役所または草加警察署へご連絡
　をお願いします。�

■問環境課�○内２３５、草加警察署�９４３－０１１０�

　県内で発生したダイオキシンのうちの約７割は、私たちの家庭から出たごみや産業
廃棄物の焼却によるものです。�

家庭でごみを燃やしてはいけません�
・家庭での焼却も規制対象�
・基準に合った焼却炉以外は使用不可�
・ドラム缶などを使っての焼却は不可�

ダイオキシンを減らすために�
ごみを減らす工夫を心がけて�
・必要なものを必要なだけ買う�
・使い捨て商品は買わない�
・長く大切に物を使う�
・過剰な包装は控える�
・レジ袋はもらわない�
・ごみを分別しリサイクルを徹底する�

　ダイオキシンを減らすために、皆さんのご協力をお願いします。�

■問環境課�○内３３８�

ダイオキシンを減らしましょう�ダイオキシンを減らしましょう�

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、市民の皆さんに、火災
予防意識を高めていただくことにより火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする
死傷事故の発生を減らし、また貴重な財産の損失を防ぐことを目的としています。�
【重点目標】�
１　住宅防火対策の推進�
　　住宅用火災警報器を設置しましょう。�
　＊悪質な訪問販売員が多発していますので、充分注意しましょう。�
２　放火火災・連続放火火災防止対策の推進�
　　ごみは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、雑誌など燃えやすいもの
　　は置かないようにしましょう。�
３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底�
　　防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。�
【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】３つの習慣・４つの対策�
３つの習慣�
☆　寝タバコは、絶対やめる。�
☆　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。�
☆　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。�
４つの対策�
☆　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。�
☆　寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。�
☆　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。�
☆　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。�
大規模消火訓練の実施�
■日１１月１４日（火）正午～午後１時�
■場大瀬運動グラウンド駐車場�
■内消火器を使用した一般火災、油火災および�
プロパン火災の消火方法�
＊先着２００人の方に粗品を用意しています。�

■問市消防本部予防課�９９６―０１３４�

　
本
来
、
子
ど
も
を
温
か
く
守
り
育
て
る

べ
き
親
が
、
子
ど
も
に
暴
行
を
加
え
て
尊

い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
事
件
が
多
発
し
、

児
童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
児
童
虐
待
防

止
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

国
・
県
・
市
お
よ
び
住
民
が
連
携
し
、
虐

待
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全

な
発
育
・
発
達
を
損
ね
る
著
し
い
人
権
侵

害
で
す
。
皆
さ
ん
の
力
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。�

こ
ん
な
と
き
は
通
告
を�

　
子
ど
も
が
次
の
よ
う
な
「
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
き
は
、
す
ぐ
に

身
近
な
相
談
窓
口
に
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

①
身
体
的
虐
待�

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
、
熱

湯
を
か
け
る
、
溺
れ
さ
せ
る
　
な
ど�

②
性
的
虐
待�

　
性
交
や
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る
、

ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
　
な
ど�

③
心
理
的
虐
待�

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間

の
差
別
的
扱
い
　
な
ど�

※
子
ど
も
の
目
の
前
で
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
が
そ
の
相
手
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
も
、

心
理
的
虐
待
の
一
種
に
な
り
ま
す
。�

④
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）�

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

も
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
　
な
ど�

こ
ん
な
と
き
は
相
談
を�

　
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
時
は
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
身
近
な
相
談
窓

口
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

・
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
つ
い
子
ど
も
を

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う�

・
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
か
わ
い
く
思
え

な
い�

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る�

・
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
き
か
ず
、
い
つ

も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る�

・
精
神
的
、
身
体
的
に
自
分
の
こ
と
で
精

一
杯
で
子
育
て
が
で
き
な
い�

・
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
　
な
ど�

11月9日～11月15日�

※だれから相談や通告があったか知ら�
　れないように、秘密は守られます。�

相談窓口�

名　　称� 電話番号�

子育て支援課�

家庭児童相談員�

○内４２７�
○内４７２�

保健センター� ９９５－３３８１�

越谷児童相談所�９７５－４１５２�

越谷保健所� ９６４－１２６６�

学習テーマ� 開催日� 時間� 講　師　等�

被差別の歴史からわかること�

同和問題これからの課題�

互いの個性が尊重されるために�

「いい子」の非行からみえる子どもの人権�

男と女のいい関係�

カウンセリングの基礎理解�
①②③�

東本順子さん〈八潮市聴覚障害者協会会長〉�

佐々木光郎さん〈静岡英和学院大学教授〉�

海老原夕美さん〈海老原法律事務所弁護士〉�

１１月２１日��

１１月２４日��

平成１９年１月１０日��

平成１９年１月１６日��

平成１９年１月２４日��

①平成１９年２月７日��
②１４日�、③２１日��

高倉恵子さん�
〈埼玉カウンセリングセンター代表理事〉�

午後２時�
～３時３０分�

浦本誉至史さん�
〈�東京部落開放研究所研究員〉�

午後１時３０分�
�

～３時３０分�

�

第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

■日
１１
月
２６
日
�
　
午
前
９
時
〜
正
午�

■場
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ�

■対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）�

■内
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど�

■持
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き�

■費
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）�

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
９９６
・
５
１

２
６�

�

第
２
回
八
潮
市
環
境
推
進
大
会�

■日
１１
月
１９
日
�
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分
（
午
前
１０
時
開
場
）�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室�

■内
●
や
し
お
環
境
賞
の
贈
呈
●
環
境
保
全

活
動
事
例
発
表
●
環
境
問
題
啓
発
用
パ
ネ

ル
の
展
示
な
ど�

■問
環
境
課
�
○内
２
３
５�

�

人
権
教
育
・
同
和
教
育
指
導
者
養
成
講
座�

�������������������������

※
学
習
テ
ー
マ
ご
と
の
参
加
も
で
き
ま
す�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室
ほ
か�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
社
会
教
育
課
�
○内
３
９
２
・
３
６
５�

�

人
権
週
間（
１２
月
４
日
〜
１０
日
）の

各
種
啓
発
事
業�

①
同
和
問
題
を
考
え
る
「
県
民
の
集
い
」�

■日
１２
月
２
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時�

■場
行
田
市
産
業
文
化
会
館
（
行
田
市
駅
下

車
徒
歩
１０
分
）�

■内
ユ
ー
ト
ピ
ア
漫
才
、
さ
こ
み
ち
よ
「
ト

ー
ク
＆
歌
謡
シ
ョ
ー
」、
立
川
談
之
助
「
人

権
落
語
寄
席
」、
隣
保
館
等
の
活
動
成
果

発
表�

■費
無
料�

■問
県
人
権
推
進
課
�
０４８
・
８３０
・
２
２
５
６�

②
講
演
と
映
画
の
集
い�

■日
１２
月
４
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

■場
コ
ル
ソ
７
階
（
浦
和
駅
西
口
駅
前
）�

■内
人
権
啓
発
映
画
「
せ
っ
ち
ゃ
ん
」、
講

演
「
子
ど
も
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て
」
※

講
師
＝
才
村
純
さ
ん�

■費
無
料�

■問
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
�
０４８

・
９９６
・
１
３
２
１�

������

消
費
生
活
展
手
作
り
品
コ
ー
ナ
ー
出
展
者�

■日
平
成
１９
年
２
月
１８
日
�
　
午
前
１０
時
〜

午
後
２
時�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
２
階�

■内
手
作
り
品
の
展
示
・
実
演
・
販
売
（
５

０
０
０
円
以
上
の
品
物
や
、
プ
ロ
の
方
の

販
売
は
で
き
ま
せ
ん
）
※
主
催
者
の
判
断

に
よ
り
、
品
物
に
よ
っ
て
、
展
示
・
実
演
・

販
売
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

■定
１５
展
（
申
込
順
）�

■費
５
０
０
円
（
販
売
を
行
う
場
合
の
み
）�

■申
１１
月
１３
日
か
ら
商
工
課
振
興
課
（
�
○内

３
３
６
）
へ�

【行政コスト計算書】�
☆市民１人当たりの行政コストの総額は２４万５，４０１円、収入合計は２３万９，８８８円�
　平成１７年度の八潮市行政コストの総額は１８９億７，０００万円で、市民１人当たり２４万５，４０１円となっています。性質別に見ると、児童手当や
生活保護などに使われる扶助費、他団体への負担金・補助金などの「移転支出的なコスト」が３４．５パーセントを占め、次いで学校や図書館・
公民館、庁舎を維持するためなどに使われる「物にかかるコスト」が３０．３パーセント、議員や職員などの「人にかかるコスト」が３０．２パーセ
ントとなっています。（表２）�
　また、収入合計は１８５億４，４００万円で、市民1人当たり２３万９，８８８円となっています。（表３）�

　行政コスト計算書では、収入合計を行政コストが上回り、
収支は赤字となりました。これは、国の地方財政対策に伴
う影響等から地方債（臨時財政対策債）を発行し、不足分
は基金（貯金）を取り崩すなどしてまかなわれたことにな
ります。�
　前年度との比較では、行政コストが繰出金を始めとした
移転支出的なコストの減少により、１０億９，１００万円減少
しているのに対し、収入は地方税や各種交付金などが増え、
２，１００万円の増加となり、行政コストと収入の差が縮まりま
したが、基金を取り崩して財政運営を行うなど、依然厳し
い状況に直面しています。�

【財政指標】�
　平成１７年度の主な財政指標は、次のとおりです。�
１　経常収支比率……９２．０％�
　税収などの経常的な収入が、人件費や公債費などの
経常的な経費にどれだけ使われているかを示す指標です。�

２　公債費比率……１９．３％�
　税収などの標準的な一般財源が、どれだけ地方債の
償還に使われているかを示す指標です。�
　この割合が高くなると当該団体が自由に使える一般
財源が減ってしまうため、割合は低いほうが良いもの
です。�

３　実質公債費比率……２１．１％�
　平成１８年度から公債費の水準を測る新たな指標とし
て設けられたものです。この比率は一般会計に係る公
債費のほかに、市の公共下水道事業や一部事務組合の
公債費に充てられている一般会計からの繰出金や負担
金なども実質的な公債費として含めて算出します。�
　過去３カ年の平均で算出し、この比率が１８パーセン
ト以上となった場合は、地方債の発行に県の許可が必
要となります。�
　八潮市の場合、公共下水道事業への公債費に係る繰
出金や鉄道整備関連に係る公債費などが多額となって
いるため、比率が高くなっています。�

　平成１８年第３回八潮市議会定例会において、平成１７年度一般会計、特別
会計歳入歳出および上水道事業の決算が承認されましたので、お知らせし
ます。�

平成17年度 会計別決算総括表�

■問会計課　�○内389

平成１７年度　八潮市行政コスト計算書�

表２【行政コスト】�

平成１７年度�

移転支出的なコスト�

物にかかるコスト�

人にかかるコスト�

その他のコスト（公債費利子など）�

合　　　　　計�

区　　　　　分�

一 般 会 計 �

国 民 健 康 保 険 �

公 共 下 水 道 事 業 �

老 　 人 　 保 　 健 �

稲 荷 伊 草 第 二 土 地 �
区 画 整 理 事 業 �

鶴ヶ曽根・二丁目土地�
区 画 整 理 事 業 �

大 瀬 古 新 田 土 地 �
区 画 整 理 事 業 �

西 袋 上 馬 場 土 地 �
区 画 整 理 事 業 �

八潮南部東一体型特定�
土 地 区 画 整 理 事 業 �

介 　 護 　 保 　 険 �

21,565,763,525

8,337,781,000

4,060,115,500

3,459,876,000

146,418,000

309,884,018

712,851,096

267,936,000

2,935,721,878

2,020,769,000

21,960,858,645
21,105,310,778
8,358,983,632
7,893,322,270
3,785,766,703
3,582,093,025
3,516,967,409
3,357,182,662
150,432,708
66,292,147
306,969,872
260,529,964
708,569,989
530,027,428
261,966,010
119,777,854
2,773,951,489
2,636,053,519
1,945,079,074
1,881,157,112

1,731,565,726
1,644,626,615
550,233,492
822,748,955

1,698,080,000
1,726,120,000
553,070,000
973,847,000

101.8
97.9
100.3
94.7
93.2
88.2
101.7
97.0
102.7
45.3
99.1
84.1
99.4
74.4
97.8
44.7
94.5
89.8
96.3
93.1

102.0
95.3
99.5
84.5

予　算　現　額�

区　　　　　分� 予　算　額�

収入済額�
支出済額�

扶助費�

補助費等�

繰出金�

物件費�

維持補修費�

減価償却費�

普通建設事業費（他団体等への補助金等）�

６，５５２�

２，７３７�

１，２７２�

２，３５３�

１９０�

５，７５５�

２，９０７�

２３４�

２，６１４�

５，７２０�

９４３�

１８，９７０�

８４，７６６�

３５，４１１�

１６，４５０�

３０，４４３�

２，４６２�

７４，４４９�

３７，６１０�

３，０２４�

３３，８１５�

７３，９９０�

１２，１９６�

２４５，４０１�

３４．５�

１４．４�

６．７�

１２．４�

１．０�

３０．３�

１５．３�

１．２�

１３．８�

３０．２�

５．０�

１００．０�

７，３０２�

２，６８６�

１，３３９�

２，９６３�

３１４�

５，８９５�

２，９８９�

２１３�

２，６９３�

５，８２３�

１，０４１�

２０，０６１�

△７５０�

△６７�

△６１０�

△１２４�

△１４０�

△８２�

△７９�

△１０３�

△９８�

△１，０９１�

２１�

５１�

総額（百万円）�市民１人当たり（円）�構成比（％）�

平成１６年度�
総額（百万円）�

前年度比較�
（百万円）�

表３【収　入】�

平成１７年度�

一般財源�

合　　　　　計�

地方税�

地方交付税�

各種交付金等�

国庫（県）支出金�

使用料・手数料等�

１４，９４０�

１２，８１１�

２０６�

１，９２３�

２，４９０�

１，１１４�

１８，５４４�

１９３，２５９�

１６５，７２２�

２，６６６�

２４，８７１�

３２，２１６�

１４，４１３�

２３９，８８８�

８０．６�

６９．１�

１．１�

１０．４�

１３．４�

６．０�

１００．０�

１４，７９４�

１２，６３８�

３４６�

１，８１０�

２，５４０�

１，１８９�

１８，５２３�

１４６�

△１４０�

１１３�

△５０�

△７５�

２１�

１７３�

総額（百万円）�市民１人当たり（円）�構成比（％）�

平成１６年度�
総額（百万円）�

前年度比較�
（百万円）�

＊市民１人当たりの額は､平成１８年３月３１日現在の人口７７，３０３人を基に
算出しています。�
＊一般財源のうち各種交付金等には、地方譲与税・利子割交付金・地
方消費税交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・交通安全
対策特別交付金等が含まれます。�

一般会計および特別会計決算額� （単位：円、％）�

（単位：円、％）�

収入率�
執行率�

収 益 的 収 入 �
収 益 的 支 出 �
資 本 的 収 入 �
資 本 的 支 出 �

決　算　額� 執行率�

上水道事業決算額�

ドラム缶� 焼却炉�


